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アユの産卵保護適期の解明 

［要約］アユ資源の増大を図るため、海から河川へ遡上する天然アユが産卵された時期を耳

石日齢査定により特定し、効果的な産卵保護適期を明らかにした。 

新潟県内水面水産試験場 資源課 連絡先 
TEL 0258-22-2103 

FAX 0258-22-3398 

 

［背景・ねらい］ 

河川でふ化したアユの仔魚は、海へと流下後、海洋生活を経て再び河川へ遡上し、漁獲資

源となる。アユの資源増大を図るためには、産卵時期の適切な保護により流下仔魚数を増大さ

せることが重要であり、内水面漁業調整規則等により産卵期の禁漁期間が定められている。一

方、近年全国的にアユの産卵時期の遅れが報告されており、本県においても、現行の禁漁期

間が産卵実態に適合していない可能性が考えられる。 

そこで、遡上アユの産卵期を、耳石の日齢査定（図１）により特定することで、増殖効果の高

い産卵保護適期を明らかにすることを目的とした。 

  

［内容］ 

遡上アユが産卵された主な時期は、９月末から 10 月末と幅広となっており、この時期全般を

保護することが効果的である（図２）。 

 

［導入効果］ 

自主的な産卵保護期間の設定によるアユ資源の増大。 

 

［導入対象］ 

 内水面漁業協同組合 

 

［留意点］ 

１ 新潟県内水面漁業調整規則では 10 月１～７日が禁漁期間として定められている。 

２ 調査は、能生川（上越）、三面川（下越）における平成 28 年～30 年の遡上アユを対象とし

た。 

３ 禁漁は、河川全域でなくても、産卵場を指定して保護することで効果が得られる。 

 
 
 
 
 



［具体的データ］ 

 
 
 
 
 
 
 

図１ 耳石日周輪  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

                図２ 遡上魚が産卵された時期  
 
 
 
 
 
 
［その他］ 

研究課題名：アユ再生産促進事業 

予 算 区 分：県単政策 

研 究 期 間：平成 27～30 年度 

発表論文等：全国湖沼河川養殖研究会アユ資源研究部会報告書（平成 27～30 年度） 
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